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ひきこもりに向き合う上で大切なことは、ご家族がひきこもりに

ついての正しい知識を持って本人に関わり、家庭が本人にとっても

ご家族にとっても安心・安全な場所になっていくことです。その支

えとなる一つの活動に、家族教室や交流会があります。同じ体験を

されているご家族同士が悩みを共有することは、孤立感を軽減し安

心感を高めます。

今回のたよりは、各健康福祉センターで開催されている家族教室

や交流会と、アドバイザーとしてご指導ご助言をいただいている江

口昌克先生をご紹介します。

＜アドバイザー紹介＞
静岡大学学術院人文社会科学領域 江口昌克(えぐちまさかつ)教授
資 格：公認心理師、臨床心理士、精神保健福祉士
経 歴： 筑波大学大学院修了後、東京都特別区心理職、私立大学を経て2006

年より現職。精神科クリニックや教育センターでの心理相談経験を生
かし臨床心理士、公認心理師養成に携わる。

専 門：地域社会における種々の心理社会的問題の克服・改善に取り組む「臨
床コミュニティ心理学」。
現在「不登校・ひきこもり者の学校適応と社会移行」、「精神障害・発
達障害者の就労支援」が主テーマ。

委員等：日本心理臨床学会理事、日本公認心理師理事、日本臨床心理士会監事
近 著：『ひきこもりの心理支援―心理職のための支援・介入ガイドライン』
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静岡大学学術院人文社会科学領域

教授 江口昌克

令和３年度ひきこもり講演会を実施しました！
講師：鳥取県立精神保健福祉センター所長

原田 豊 氏
令和３年10月4日（月）に、若年層のひきこもりの理解と支援、中高年層のひ

きこもりと 8050問題の二つをテーマに、原田氏よりご講演をいただきました。

ひきこもりに対する理解を深め、支援を考える貴重な機会となりました。

新型コロナウィルス感染拡大の状況を受け、オンラインを併用しました。参加者

の皆様、実施内容の変更などに御協力いただき、ありがとうございました。

近年、サードプレイス（第

三の場所）の意義が広まっ

てきました。「家庭と職場」

や「家庭と学校」の場では、

息が詰まる、存在意義を見

いだせない…と感じる人に

とって、カフェや居酒屋、

図書館など、誰にも迷惑を

かけず居て良い場所がある

とホッとする人も多いでし

ょう。豊かな生活につなが

る潤滑油になることが説か

れています。

翻って、ひきこもるご本人や

家族の方々にとっては、なお

さら居場所は重要です。同じ

思いの人たちと交流するこ

とで「自分がそこにいていい

んだ」という安心感を獲得で

き、そこを拠点として、時に

は癒やされ、次も何とかやっ

ていこうとする意欲が生ま

れます。ひいては第一の場所

（家庭）もくつろげる場にな

れたら、という願いは共通し

ているのかもしれません。




